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民間の設計会社と県北建設事務所の
若手職員が合同で勉強会を開催しました

実際の現場図面を基に
事務局が作成した
現場条件との不整合や設
計寸法にミスのある図面
を使って

演習がスタート！

班単位で
図集やマニュアルから
設計寸法のミスを
探したり、現場条件に
合った図面への修正、
他に考えられる工法など
積極的に話し合いました

マニュアルなどを使って
設計寸法の根拠を再確認

測量設計業協会県北支部の協力により、
東日本大震災からの復興や今後も起こりうる災害復旧等に迅速に対応するため
若手技術者に必要な知識の習得と官民のさらなる連携強化を目的として実施しました

他の工法についての提案や
現場で実際に作業できるか
など確認



班ごとに検討の成果を発表

どこを、なぜ修正したか
その根拠も含めて発表

仮に現場がこうだったら
このような工法も考えられ
るのではなど、参加者から
活発な意見が出されました

1１月末までに災害箇所の８５％の工事を発注し
９箇所については工事が完成しました。
皆様には工事完了までご不便をおかけしますが
ご理解､ご協力をお願いいたします。

～令和元年東日本台風の復旧工事について～
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参加者の声
・班で協力し合うことでアイディアが出た、学ぶことがとても楽しかった。
・初めて会う人といきなり図面修正などの演習ができるか不安だったが
ざっくばらんに意見を出し合い活発に議論を進めることが出来た。
このような勉強会は大変良い。定期的に開催して欲しい。

・事業部長の講評がとても勉強になり良かった。数字の根拠をきちんと学ぶこと、
現場をしっかりと見てその現場に合うものづくりの大切さを学んだ。 など

～令和元年東日本台風の復旧工事について～

勉強会の参加者（民間の設計会社10名、県北建設事務所9名）


